
「コンピュータに仕事をさせる」

とはどういうことか？

（“チューリングマシン”の直感的なイメージ）
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「オートマトン」 →

（自動羊）
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データ記録用の

テープ
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と書いて！
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３番目に「２」と

書いて！
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２番目の値と

３番目の値を足して

結果を５番目に入れて！
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２番目と３番目…

足すと…
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実際のコンピュータにおける

「変数」とは？

（“チューリングマシン”による直感的なイメージ）
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“A”という名前の

数値の容れ物を用

意して！
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ここにしよ～
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（数値用）
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（数値用）
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“A”に１３７を

入れて！
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